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北
貌
の
「階」
の
再
検
討
は
じ
め
に
い
わ
ゆ
る
散
官
と
は
、
官
僚
機
構
内
に
お
け
る
官
人
の
地
位
を
表
示
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
官
職
で
あ
り
、
職
務
を
に
な
う
他
の
官
職
と
は
一
線
を
画
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
階
層
的
な
構
造
を
そ
な
え
た
中
国
前
近
代
の
位
階
制
度
を
具
現
化
す
る
官
職
と
し
て
唐
代
に
は
じ
め
て
成
立
し
た
が
、
そ
の
起
源
は
一
般
に
貌
晋
南
北
朝
期
の
将
軍
号
、
あ
る
い
は
金
紫
光
禄
大
夫
・
中
散
大
夫
等
の
諸
「
大
夫
」
と
い
っ
た
定
員
の
な
い
官
職
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
将
軍
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
『
旧
唐
書
』
巻
四
二
・
職
官
志
一
の
「
後
貌
及
梁
、
皆
以
散
鋭
将
軍
記
其
本
階
」
と
い
う
記
事
を
論
拠
に
、
当
時
官
人
の
官
界
に
お
げ
る
地
位
で
あ
る
「
本
階
」
が
将
軍
号
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
き
だ
。
そ
し
て
そ
の
将
軍
が
武
散
官
、
大
夫
が
文
散
官
に
発
展
す
る
官
職
と
み
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
近
年
の
散
官
の
成
立
過
程
を
問
う
研
究
で
は
、
北
貌
お
よ
岡
音E
毅
史
ぴ
西
貌
北
周
時
代
を
中
心
に
、
こ
の
二
種
の
散
官
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
り
ど
の
よ
う
な
展
開
を
経
て
唐
の
文
武
散
官
と
し
て
成
立
す
る
の
か
が
、
一
つ
の
問
題
と
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
貌
晋
南
朝
以
来
の
老
疾
を
養
う
、
あ
る
い
は
高
官
へ
の
加
官
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
光
禄
大
夫
と
は
異
な
り
、
北
輔
副
・
東
西
貌
で
は
将
軍
と
光
禄
大
夫
等
の
「
大
夫
」
が
一
定
の
関
係
を
以
て
結
び
つ
き
、
官
人
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
指
摘
し
た
の
は
窪
添
慶
文
氏
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
大
夫
」
は
将
軍
だ
け
で
は
な
く
他
の
官
職
、
す
な
わ
ち
実
務
の
官
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
北
柑
酬
の
宣
武
帝
期
以
後
に
は
官
人
の
官
歴
を
光
禄
大
夫
等
の
「
散
官
」
(
定
ま
っ
た
職
務
と
定
員
の
無
い
官
)
で
つ
な
ぐ
形
が
生
じ
、
さ
ら
に
実
務
の
あ
る
官
と
は
別
に
「
散
官
」
の
枠
組
み
内
で
の
遷
転
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
官
僚
体
系
内
で
の
地
位
の
表
徴
と
し
て
機
能
す
る
「
光
禄
大
夫
」
は
生
ま
れ
、
太
中
・
中
散
大
夫
等
と
と
も
に
「
散
官
」
の
序
列
を
構
成
し
て
北
周
の
官
制
中
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
。氏
は
徽
密
な
考
証
か
ら
、
右
の
よ
う
に
北
貌
の
大
夫
か
ら
唐
の
文
散
官
を
展
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
に
疑
問
が
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
氏
は
、
先
に
引
用
し
た
『
旧
唐
書
』
の
記
載
に
基
づ
き
、
「
将
軍
号
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
階
に
対
応
す
る
官
と
し
て
「
光
禄
大
夫
」
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
」
、
と
検
討
の
方
向
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
の
言
わ
れ
る
「
対
応
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
結
果
「
光
禄
大
夫
」
と
階
の
関
係
に
い
さ
さ
か
の
不
明
瞭
さ
を
残
し
て
い
る
。
閤
歩
克
氏
も
ま
た
、
当
時
の
将
軍
号
と
大
夫
、
そ
し
て
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
西
貌
末
年
に
成
立
し
た
九
命
制
体
制
で
他
の
官
職
か
ら
独
立
す
る
に
い
た
っ
た
軍
号
(
将
軍
号
)
と
何
散
官
の
系
列
を
、
唐
代
の
職
事
官
と
文
武
散
官
の
並
立
体
制
の
さ
き
討
が
け
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
成
立
の
要
因
を
散
官
の
濫
授
お
開
よ
び
北
貌
後
期
に
流
行
し
た
軍
号
と
散
官
が
同
時
に
与
え
ら
れ
る
と
川
い
う
慣
例
(
氏
は
こ
れ
を
「
双
授
」
と
命
名
す
る
)
に
求
め
、
す
で
摘
に
官
人
の
本
階
と
し
て
の
性
質
を
備
え
た
将
軍
号
と
と
も
に
大
夫
を
m
含
め
た
文
散
官
が
同
時
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
貌
の
段
ね
階
で
は
純
粋
な
法
定
の
本
階
で
は
な
い
文
散
官
を
「
本
階
化
」
に
向
か
わ
せ
た
、
と
す
る
。
Q
J
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興
味
深
い
見
解
で
は
あ
る
が
、
氏
が
唐
の
散
官
制
度
へ
の
重
要
な
転
換
点
と
み
な
す
西
貌
の
九
命
体
制
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
性
質
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
唐
制
の
さ
き
が
け
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
職
事
官
と
文
散
官
・
武
散
官
と
い
う
官
制
の
構
造
上
で
は
唐
の
制
度
に
近
い
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
に
せ
よ
、
軍
号
と
文
散
官
の
「
双
授
」
と
い
う
方
法
自
体
は
、
文
官
の
位
階
と
し
て
文
散
官
、
武
官
の
位
階
と
し
て
武
散
官
を
付
与
す
る
唐
の
人
事
行
政
上
は
お
そ
ら
く
あ
り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
「
双
授
」
な
る
現
象
は
こ
の
時
代
特
有
の
意
義
を
も
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
双
授
」
が
行
わ
れ
た
理
由
を
氏
は
「
時
人
は
同
時
に
文
武
の
散
官
を
保
持
す
る
こ
と
を
栄
誉
に
感
じ
て
い
た
」
こ
と
に
求
め
る
の
み
で
あ
り
、
「
双
授
」
自
体
の
意
味
を
充
分
に
説
明
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
は
氏
が
前
提
と
す
る
、
九
命
体
制
中
に
お
け
る
位
階
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。と
こ
ろ
で
、
唐
代
で
は
散
官
は
階
あ
る
い
は
階
官
と
称
さ
れ
、
数
字
で
は
な
く
特
定
の
官
職
名
と
し
て
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
二
氏
の
考
察
を
含
め
、
従
来
の
研
究
は
か
か
る
特
色
を
糸
口
と
し
て
、
と
く
に
九
品
官
制
中
に
お
け
る
散
官
の
配
列
か
ら
当
時
の
散
官
の
位
階
化
を
推
測
す
る
と
い
う
方
法
が
多
く
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
本
来
定
員
の
無
い
官
職
と
い
う
意
味
に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
ず
の
将
軍
号
等
の
散
官
(
無
員
の
官
)
が
、
は
た
し
て
『
旧
唐
書
』
に
あ
る
よ
う
に
、
北
貌
お
よ
び
。
梁
で
は
官
人
の
「
本
階
」
を
表
示
す
る
官
職
と
し
て
実
際
に
機
能
し
4
て
い
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
散
官
と
「
本
階
」
の
関
係
は
、
貌
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
す
で
に
底
代
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
官
僚
制
に
お
け
る
「
階
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
唐
代
の
散
官
に
結
実
す
る
の
か
。
先
学
に
よ
る
研
究
は
、
唐
代
を
基
準
と
し
て
位
階
が
官
職
名
で
あ
る
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
性
急
な
あ
ま
り
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
階
そ
の
も
の
の
機
能
と
そ
の
成
立
過
程
、
特
に
散
官
と
の
関
係
か
ら
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
。
る
本
稿
で
は
、
将
軍
号
や
大
夫
と
い
っ
た
特
定
の
官
職
の
位
階
化
を
追
求
す
る
方
法
か
ら
ひ
と
ま
ず
離
れ
、
先
学
よ
り
散
官
制
度
の
直
接
の
淵
源
と
み
な
さ
れ
て
い
る
北
朝
、
と
く
に
北
貌
時
代
を
中
心
に
、
当
時
の
史
料
に
現
れ
る
「
階
」
の
用
例
を
分
析
し
、
そ
の
実
態
に
近
づ
く
こ
と
か
ら
、
位
階
の
成
立
過
程
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
か
か
る
視
座
か
ら
の
分
析
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
散
官
と
階
と
の
関
係
に
、
一
定
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
位
階
と
し
て
の
階
と
史
料
中
に
み
え
る
階
を
区
別
す
る
た
め
、
後
者
の
階
を
括
弧
書
き
で
表
記
す
る
。
北
貌
の
「
階
」
の
機
能
ま
ず
は
じ
め
に
、
当
時
の
「
階
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
を
う
か
が
わ
せ
る
用
例
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
『
貌
書
』
か
ら
の
引
用
は
書
名
を
省
略
す
る
。
或
有
償
倖
求
官
者
、
皆
詣
(
爾
朱
)
策
承
候
、
得
其
啓
請
、
無
不
遂
之
。
曾
閥
補
定
州
曲
陽
勝
令
、
吏
部
尚
書
李
神
儲
以
階
懸
不
奉
、
別
更
擬
人
。
(
巻
七
四
・
爾
朱
栄
伝
)
尚
書
元
英
出
矯
安
西
将
軍
・
棄
州
刺
史
、
請
(
常
)
景
篤
司
馬
、
以
景
階
次
不
及
、
除
録
事
参
箪
・
裏
威
将
軍
、
帯
長
安
令
。
(
巻
八
二
・
常
景
伝
)
(
元
)
晦
又
上
書
論
政
要
、
其
一
日
、
御
史
之
職
、
務
使
得
賢
、
必
得
其
人
、
不
拘
階
秩
、
久
於
其
事
、
責
其
成
功
。
・
(
巻
一
五
・
常
山
王
遵
伝
附
元
庫
伝
)
後
議
選
遜
成
事
、
(
裳
)
翻
議
目
、
:
:
・
自
比
縁
遁
州
郡
、
官
至
便
登
。
纏
場
統
成
、
階
嘗
即
用
。
:
・
夫
潔
其
流
者
清
其
源
、
理
其
末
者
正
其
本
、
既
失
之
在
始
、
庸
可
止
乎
。
愚
謂
自
今
己
後
、
刑
・
揚
・
徐
・
漁
・
梁
・
盆
諸
蕃
、
及
所
統
郡
勝
・
府
佐
・
統
箪
至
子
成
主
、
皆
令
朝
臣
王
公
己
下
各
翠
所
知
、
必
選
其
才
、
不
拘
階
級
O
i
-
-
(
巻
六
九
・
裳
翻
伝
)
属
貌
乱
、
謂
所
親
日
、
大
丈
夫
生
世
、
曾
須
履
鋒
刃
、
平
冠
難
、
以
取
功
名
、
安
能
礁
磁
依
階
以
求
仕
。
(
『
北
史
』
巻
六
0
・
李
弼
伝
)
こ
れ
ら
の
諸
例
よ
り
判
断
す
る
に
、
北
貌
の
「
階
」
と
は
宮
人
が
特
定
の
官
職
に
就
く
際
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
冒
頭
の
事
例
は
、
時
の
権
力
者
爾
朱
栄
の
意
向
に
沿
っ
た
茶
人
の
曲
陽
県
令
の
補
任
が
、
必
要
と
さ
れ
る
「
階
」
が
へ
だ
た
っ
て
い
た
た
め
に
吏
部
尚
書
の
李
神
備
に
却
下
さ
れ
た
こ
と
を
、
常
景
伝
で
は
安
西
将
軍
府
司
馬
へ
の
就
任
に
、
常
景
の
「
階
次
」
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
代
わ
り
に
録
事
参
軍
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
と
に
後
者
の
「
階
次
」
、
あ
る
い
は
「
階
途
」
(
巻
六
回
・
張
弊
伝
)
と
い
っ
た
「
階
」
の
用
例
は
、
何
ら
か
の
昇
進
コ
l
ス
を
遷
転
し
て
い
く
過
程
で
蓄
積
さ
れ
る
資
格
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
船
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
階
次
」
に
の
っ
と
っ
た
人
事
運
用
が
北
貌
帽
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
元
陣
伝
と
裳
翻
伝
に
封
み
え
る
両
者
の
提
言
で
あ
る
。
前
者
は
御
史
の
選
任
に
お
い
て
「
階
開
秩
」
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
、
後
者
は
辺
境
の
地
方
の
官
お
よ
び
統
軍
・
成
主
等
の
選
抜
が
、
「
官
」
・
「
階
」
が
一
定
の
水
準
」市
に
達
し
て
い
る
と
そ
れ
だ
け
で
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
後
「
朝
ゆ
巨
王
公
己
下
」
の
推
薦
制
と
し
て
「
階
級
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
ね
に
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
両
名
の
議
論
の
主
旨
は
年
功
序
列
的
ー
な
人
事
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
弊
害
、
と
く
に
適
材
適
所
の
人
事
4
配
置
が
な
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
逆
に
李
弼
の
場
合
で
は
、
そ
の
よ
う
な
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
的
な
「
階
」
を
基
準
と
し
た
昇
進
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
年
功
序
列
的
な
人
事
を
行
う
う
え
で
の
基
準
が
「
階
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
「
階
」
が
そ
の
よ
う
な
官
人
の
勤
務
年
数
を
一
面
で
意
味
す
る
が
た
め
に
、
時
に
「
階
労
」
(
巻
二
一
上
・
高
陽
王
潅
伝
て
あ
る
い
は
「
考
級
」
(
巻
九
・
粛
宗
紀
正
光
四
年
(
五
二
三
)
七
月
辛
亥
の
条
)
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
李
弼
伝
に
い
う
「
階
」
は
、
日
々
の
勤
務
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
労
」
の
意
味
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
李
弼
が
志
向
す
る
軍
功
に
基
づ
い
た
昇
進
も
、
実
際
の
運
用
で
は
通
常
の
人
事
と
同
じ
く
「
階
」
を
基
準
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
勤
務
年
数
を
意
味
す
る
「
階
」
は
ひ
と
ま
ず
狭
義
の
「
階
」
と
し
て
区
別
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
軍
功
の
基
準
と
し
て
の
「
階
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
む
。
以
上
か
ら
、
北
貌
に
お
け
る
年
功
序
列
的
な
人
事
の
存
在
と
、
「
階
」
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
こ
の
よ
う
な
人
事
の
基
準
と
し
て
の
「
階
」
は
、
決
し
て
北
貌
に
は
じ
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
晋
書
』
巻
四
了
劉
寒
伝
に
載
せ
る
「
崇
譲
論
」
に
は
、
向
令
天
下
貴
譲
、
士
必
由
於
見
譲
而
後
名
成
、
名
成
而
官
乃
得
用
之
。
諸
名
行
不
立
之
人
、
在
官
無
政
績
之
稿
、
譲
之
者
必
突
、
官
無
因
得
而
用
之
也
。
所
以
見
用
不
息
者
、
由
譲
道
康
、
因
資
用
人
之
有
失
久
突
。
故
自
漢
貌
以
来
、
時
開
大
奉
、
令
衆
官
各
2
奉
所
知
、
唯
才
所
任
、
不
限
階
次
、
如
此
者
甚
数
失
O
i
-
-
・
4
と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
巻
五
五
・
張
載
伝
の
「
評
論
」
に
は
、
:
:
今
士
循
常
習
故
、
規
行
矩
歩
、
積
階
級
、
累
閥
閥
、
磁
凝
然
以
取
世
資
。
:
:
:
と
あ
る
が
、
と
も
に
西
晋
時
代
に
お
け
る
昇
進
の
基
準
、
就
官
の
経
歴
を
意
味
す
る
「
階
」
の
用
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
階
」
は
す
で
に
こ
の
時
期
に
は
形
成
さ
れ
、
自
動
的
な
官
人
の
昇
進
基
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
さ
さ
か
時
代
は
降
る
が
、
「
梁
書
』
巻
五
三
・
良
吏
・
伏
植
伝
に
は
、
時
始
興
内
史
何
遠
累
著
清
績
、
高
祖
詔
擢
矯
黄
門
侍
郎
、
俄
遷
信
武
将
軍
・
監
呉
郡
。
(
伏
)
胞
自
以
名
輩
素
在
遠
前
、
震
吏
倶
幅
制
廉
白
、
遠
累
見
拠
、
胆
遷
階
而
己
、
意
望
不
満
、
多
託
疾
居
家。
と
あ
り
、
『
陳
書
』
巻
三
0
・
陸
現
伝
に
は
、
及
高
宗
魚
司
徒
、
妙
簡
僚
佐
、
吏
部
尚
書
徐
陵
薦
(
陸
)
現
於
高
宗
目
、
新
安
王
文
翠
陸
抽
也
、
見
識
優
敏
、
文
史
足
用
、
進
居
郎
害
、
歳
月
過
湾
、
左
西
捺
散
、
允
腐
葱
選
、
階
次
小
路
、
其
屈
滞
己
積
。
乃
除
司
徒
左
西
嫁
。
と
あ
る
よ
う
に
、
北
朝
と
同
時
期
の
南
朝
に
お
い
て
も
、
北
貌
に
類
似
す
る
「
階
」
の
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
目
。
伏
胞
伝
の
「
遷
階
」
と
「
崇
譲
論
」
に
見
え
る
「
階
次
」
は
李
弼
の
例
に
、
陸
喰
伝
の
「
階
次
」
は
常
景
の
そ
れ
と
同
様
の
用
法
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
西
晋
お
よ
び
南
朝
で
の
用
例
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
西
普
期
よ
り
「
階
」
が
引
き
続
い
て
南
北
両
朝
を
通
じ
、
官
人
の
昇
進
基
準
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
と
の
よ
う
な
本
稿
の
理
解
と
は
異
な
る
見
地
か
ら
、
北
貌
の
階
の
定
義
が
宮
崎
市
定
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
論
旨
と
も
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
氏
の
理
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
北
貌
官
制
の
基
本
史
料
で
あ
る
巻
一
一
三
・
官
氏
志
は
、
太
和
二
三
年
(
四
九
九
)
制
定
の
職
令
(
以
下
、
か
り
に
宮
崎
氏
の
呼
称
に
し
た
が
い
「
太
和
後
令
」
と
呼
ぶ
)
に
規
定
さ
れ
た
官
職
を
列
挙
し
、
四
品
以
下
従
九
品
ま
で
の
正
従
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
官
職
を
「
以
前
上
階
」
な
る
表
現
で
上
下
階
に
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
北
貌
か
ら
北
斉
北
周
に
か
け
て
「
半
階
」
、
あ
る
い
は
「
一
大
階
」
「
両
大
階
」
と
い
っ
た
類
の
「
階
」
の
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
宮
崎
氏
は
こ
れ
ら
の
階
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
荘
帝
初
、
承
喪
飢
之
後
、
倉
康
虚
盤
、
遂
班
入
粟
之
制
。
:
i
職
人
輸
七
百
石
、
賞
一
大
階
、
授
以
賀
官
。
自
民
輸
五
百
石
、
聴
依
第
出
身
、
一
千
石
、
加
一
大
階
。
無
第
者
輪
五
百
石
、
聴
正
九
品
出
身
、
一
千
石
、
加
一
大
階
0
・
(
巻
二
0
・
食
貨
志
)
と
あ
る
孝
荘
帝
末
の
入
粟
に
よ
る
官
職
の
授
与
を
説
明
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
「
階
は
原
来
は
品
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
各
品
に
上
下
の
階
を
分
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
上
下
各
々
を
半
階
と
称
し
、
合
せ
て
一
階
と
し
、
二
階
を
一
大
階
と
称
し
た
」
と
。
か
か
る
理
解
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
窪
添
氏
は
北
貌
の
州
の
等
級
を
区
分
す
る
際
に
、
こ
の
宮
崎
氏
の
階
の
比
定
に
一
部
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
右
の
宮
崎
氏
の
説
明
に
合
致
す
る
「
階
」
の
事
例
は
い
く
つ
か
存
在
す
目
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
看
過
し
得
な
い
の
は
、
氏
の
比
定
に
該
当
し
な
い
事
例
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
い
く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。
巻
六
九
・
裳
翻
伝
に
よ
る
と
、
安
南
将
軍
・
都
官
尚
書
で
あ
っ
た
裳
翻
は
上
表
を
孝
明
帝
に
た
て
ま
つ
り
、
現
在
の
官
職
を
金
紫
光
禄
大
夫
と
交
換
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
そ
こ
で
裳
翻
は
コ
ニ
品
の
安
南
将
軍
と
従
二
品
の
金
紫
光
禄
大
夫
で
は
、
ロ
聞
は
異
な
る
け
れ
ど
も
軒
両
者
の
差
は
半
階
に
過
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
の
官
品
上
伺
の
差
は
一
品
で
、
宮
崎
説
で
は
半
階
で
は
な
く
一
階
と
な
り
計
算
が
討
合
わ
ず
、
三
品
以
上
は
上
下
階
を
分
け
な
い
官
民
志
の
記
載
と
も
矛
荷
盾
す
る
。
川
次
に
、
華
陰
伯
(
従
三
品
)
の
楊
侃
は
建
義
元
年
(
五
二
八
)
に
晴
冠
軍
将
軍
(
従
三
品
)
・
東
灘
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
、
以
後
中
散
大
夫
ゆ
(
四
品
下
)
・
右
将
軍
(
三
品
)
・
岐
州
刺
史
を
経
、
さ
ら
に
仮
撫
軍
将
ね
軍
・
行
北
中
郎
将
を
歴
し
た
の
ち
に
、
永
安
二
年
(
五
二
九
)
孝
荘
3
帝
の
北
巡
に
し
た
が
っ
た
功
と
し
て
城
陽
王
徽
等
と
と
も
に
「
三
階
」
4
を
加
え
ら
れ
た
結
果
、
鎮
軍
将
軍
(
従
ニ
品
)
・
度
支
尚
書
(
=
一
品
)
・
兼
給
事
黄
門
侍
郎
(
四
品
上
)
・
敷
西
県
公
(
従
一
品
)
を
拝
命
し
て
い
お
。
正
規
の
叙
任
で
は
な
い
「
仮
」
や
「
行
」
を
除
外
し
て
「
一
一
一
階
」
の
昇
進
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
と
、
四
品
下
の
中
散
大
夫
か
、
窪
添
氏
が
下
州
の
四
品
下
と
推
定
さ
れ
た
岐
州
刺
史
か
ら
従
ニ
品
の
鎮
軍
将
軍
と
い
う
組
み
合
わ
せ
し
か
該
当
し
な
い
が
、
ヲ
」
れ
は
あ
ま
り
に
怒
意
的
な
解
釈
で
あ
り
、
結
局
「
三
階
」
が
意
味
す
る
と
乙
ろ
を
官
品
の
変
化
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
楊
侃
と
と
も
に
「
三
階
」
を
加
え
ら
れ
た
城
陽
王
徽
に
つ
い
て
み
る
と
、
加
階
前
が
司
徒
こ
品
)
・
領
司
州
牧
(
従
二
品
)
、
加
階
後
が
侍
中
(
三
品
)
・
大
司
馬
(
一
品
て
太
尉
公
こ
品
)
で
余
官
は
故
の
如
し
と
な
っ
て
い
て
、
一
品
と
い
う
品
の
内
部
で
の
遷
転
と
な
っ
て
い
る
。
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
図
版
三
二
七
「
石
信
基
誌
」
に
よ
る
と
、
墓
主
の
石
信
は
使
持
節
寧
州
諸
軍
事
・
征
東
将
軍
・
寧
州
刺
史
・
白
馬
県
伯
か
ら
「
特
優
両
大
階
」
と
い
う
処
遇
に
よ
っ
て
車
騎
将
軍
を
拝
し
、
爵
位
を
平
静
県
侯
に
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
昇
進
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
官
爵
以
外
の
墓
誌
の
記
載
が
簡
略
な
た
め
断
定
は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
東
貌
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。
「
両
大
階
」
は
、
宮
崎
説
で
は
四
階
H
四
品
で
あ
る
が
、
征
東
将
軍
・
車
騎
将
軍
い
ず
れ
も
従
一
品
で
品
位
の
変
化
は
な
く
、
爵
位
を
含
め
て
も
開
国
県
伯
(
三
品
)
か
ら
開
国
県
侯
(
二
品
)
の
昇
進
は
「
一
大
階
」
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
の
諸
例
は
宮
崎
氏
の
「
北
貌
に
お
け
る
階
は
正
従
そ
れ
ぞ
れ
の
4
一
口
聞
に
相
当
す
る
」
と
い
う
説
と
矛
盾
し
、
半
階
、
一
大
階
の
比
定
牛
も
該
当
す
る
と
は
言
い
が
た
吋
o
氏
の
考
え
は
、
官
品
が
階
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
唐
の
九
品
官
制
と
、
官
氏
志
に
よ
る
か
ぎ
り
「
正
従
九
品
三
O
階
」
と
い
う
、
一
見
唐
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
体
裁
を
と
る
北
貌
の
九
品
官
制
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
官
品
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
階
」
の
性
質
は
、
昇
進
の
基
準
た
る
「
階
」
が
北
貌
以
前
の
晋
南
朝
で
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
想
像
す
る
と
、
北
貌
以
降
の
官
僚
制
の
展
開
の
中
で
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
北
軸
酬
の
「
階
」
の
特
徴
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
北
貌
の
「
階
」
は
昇
進
の
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
官
品
と
の
対
応
関
係
を
ひ
と
ま
ず
お
い
た
場
合
、
そ
れ
は
機
能
面
か
ら
唐
の
位
階
と
一
定
の
共
通
性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
旧
唐
書
」
巻
四
二
・
職
官
志
一
に
は
、
凡
九
品
己
上
職
事
、
皆
帯
散
位
、
謂
之
本
品
。
職
事
則
随
才
録
用
、
或
従
閑
入
劇
、
或
去
高
就
卑
、
遷
徒
出
入
、
参
差
不
定
。
散
位
則
一
切
以
門
蔭
結
晶
、
然
後
努
考
進
銭
。
と
あ
り
、
唐
代
で
は
基
本
的
に
散
官
、
散
官
無
き
場
合
は
職
事
官
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
本
品
、
す
な
わ
ち
階
が
官
人
と
し
て
の
地
位
を
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
「
労
考
に
よ
る
進
叙
」
の
基
準
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
人
事
進
退
の
基
準
と
し
て
の
「
階
」
は
北
貌
以
前
の
西
晋
、
そ
し
て
同
時
期
の
南
朝
で
も
確
認
さ
れ
る
。
で
は
、
北
貌
の
「
階
」
と
晋
南
朝
の
階
と
の
聞
に
相
違
点
は
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
を
「
階
」
の
運
用
面
か
ら
考
え
た
い
。
北
貌
・
東
西
貌
で
は
、
官
人
が
自
分
の
「
階
」
を
第
三
者
に
分
か
ち
与
え
る
と
い
う
行
為
が
し
ば
し
ば
史
書
に
見
受
け
ら
れ
る
。
か
か
る
用
法
は
晋
南
朝
で
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
「
階
」
の
性
質
に
北
貌
独
自
の
意
義
が
備
わ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
階
」
を
与
え
る
相
手
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
父
、
子
、
兄
、
甥
、
従
弟
な
ど
を
対
象
と
し
、
基
本
的
に
は
親
族
の
範
囲
を
出
な
い
が
、
中
に
は
血
縁
関
係
の
な
い
他
人
に
対
す
る
事
例
も
存
在
す
話
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
常
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
当
時
の
「
階
」
が
他
人
に
与
え
る
乙
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
「
階
」
が
官
人
個
人
の
昇
進
の
基
準
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
官
人
の
昇
進
に
普
遍
的
な
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
何
ら
か
の
文
書
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
た
と
と
を
推
測
さ
せ
よ
う
。
か
か
る
想
像
の
裏
付
げ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
巻
七
六
・
盛
岡
伝
の
一
節
で
あ
る
。
繍
宗
世
、
朝
政
治
一
一
設
、
人
多
縞
冒
軍
功
。
(
虚
)
同
閲
吏
部
勅
書
、
因
加
検
覆
、
寂
得
籍
階
者
三
百
飴
人
。
同
乃
表
-
=
一
尺
腐
見
吏
部
動
簿
、
多
皆
改
換
。
乃
校
中
兵
奏
按
、
並
復
霜
舛
。
臣
柳
爾
採
線
、
己
得
三
百
徐
人
、
明
知
隠
而
未
露
者
、
動
有
千
数
。
愚
謂
罪
雄
恩
免
、
猶
須
刊
定
。
請
遺
一
都
令
史
輿
令
僕
省
事
各
一
人
、
総
集
吏
部
・
中
兵
二
局
勤
簿
、
封
勾
奏
按
。
若
名
級
相
腹
者
、
即
於
黄
素
棺
書
大
字
、
具
件
階
級
数
、
令
本
曹
尚
書
以
朱
印
印
之
。
明
造
爾
通
、
一
関
吏
部
、
一
留
兵
局
、
奥
奏
按
封
掌
。
:
:
:
虚
同
は
尚
書
吏
部
曹
の
「
勅
簿
」
と
問
中
兵
曹
の
「
奏
按
」
を
比
較
し
て
「
腐
階
」
せ
し
者
三
百
余
人
を
得
た
こ
と
か
ら
、
軍
功
の
詐
取
を
摘
発
す
る
為
の
対
策
と
し
て
以
下
の
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
吏
部
・
中
兵
二
曹
の
「
勅
簿
」
を
集
め
て
最
初
に
中
兵
曹
に
提
出
さ
れ
た
「
奏
按
」
と
対
勾
し
、
軍
功
を
得
た
当
人
の
名
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
級
」
す
な
わ
ち
「
階
」
が
一
致
し
た
場
合
、
黄
紙
に
制
太
字
の
指
奮
を
以
て
そ
の
「
階
級
」
の
数
を
つ
ぶ
さ
に
区
別
し
、
本
綱
曹
の
尚
書
の
朱
印
を
印
記
す
る
。
そ
れ
を
二
通
作
成
し
、
一
通
は
吏
討
部
に
「
関
」
と
し
て
送
付
は
、
一
通
は
中
兵
曹
に
と
ど
め
、
「
奏
按
」
聞
と
と
も
に
つ
き
あ
わ
せ
た
う
え
で
管
理
す
べ
し
と
。
の
虚
同
の
提
言
は
さ
ら
に
続
く
が
、
少
な
く
と
も
引
用
部
か
ら
以
下
」晴
の
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
。
尚
書
中
兵
曹
は
軍
功
を
記
し
た
「
奏
按
」
m
N
を
も
と
に
「
動
簿
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
吏
部
に
送
付
す
る
。
そ
れ
ね
を
受
け
取
っ
た
吏
部
が
軍
功
に
相
当
す
る
「
階
」
を
書
き
込
ん
だ
「
勅
簿
」
を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
階
」
が
は
じ
め
て
文
書
記
と
し
て
作
成
さ
れ
、
人
事
進
退
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
目
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
軍
功
に
よ
る
授
階
の
例
で
あ
っ
て
、
通
常
の
考
課
に
基
づ
く
授
階
と
は
手
続
き
上
の
相
違
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
般
的
な
考
課
に
よ
る
場
合
は
、
中
兵
曹
で
は
な
く
考
功
曹
が
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
刊
。
か
か
る
手
続
き
上
の
差
異
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
考
課
等
に
よ
る
い
わ
ば
一
般
的
な
「
階
」
と
軍
功
に
よ
る
「
階
」
の
性
格
の
違
い
、
お
よ
び
「
階
」
を
与
え
ら
れ
る
対
象
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
考
課
に
関
連
す
る
「
階
」
の
用
例
と
し
て
は
、
「
景
明
初
考
格
、
五
年
者
得
一
階
半
」
(
巻
六
四
・
郭
昨
伝
)
と
い
う
宣
武
帝
期
の
「
考
格
」
、
あ
る
い
は
、
・
:
復
尋
正
始
之
格
、
汎
後
任
事
上
中
者
、
三
年
升
一
階
。
汎
前
任
事
上
中
者
、
六
年
進
一
級
。
(
巻
二
一
上
・
高
陽
玉
菜
伝
)
と
い
う
、
同
じ
く
宣
武
帝
王
始
四
年
(
五
O
七
)
の
百
官
一
律
の
進
級
、
い
わ
ゆ
る
汎
階
に
関
連
し
て
出
さ
れ
た
「
正
始
の
格
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
「
任
事
上
中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
規
定
の
年
限
内
で
の
宮
人
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
「
階
」
が
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
泊
。
そ
れ
は
、
階
の
実
質
と
し
て
は
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
謂
内
外
六
品
己
下
、
四
考
潟
、
皆
中
中
考
者
、
因
選
、
進
一
階
。
毎
二
中
上
考
、
又
進
爾
階
。
毎
一
上
下
考
、
進
爾
階
。
若
兼
有
下
考
、
得
以
上
考
除
之
。
(
『
大
唐
六
典
』
巻
二
・
尚
書
吏
部
郎
中
の
注
)
と
い
う
唐
の
労
考
に
よ
る
叙
階
の
先
駆
と
し
て
位
置
づ
砂
ら
れ
よ
46 
う
一
方
の
軍
功
の
「
階
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
次
の
資
料
を
参
照
さ
L
ご
当
。
オふ
T
U甲
寅
、
皇
子
即
位
、
大
赦
天
下
。
皇
太
后
詔
目
、
・
:
内
外
百
官
文
武
督
勝
征
人
道
販
解
府
、
普
加
軍
功
二
階
、
其
禁
術
武
官
、
直
間
以
下
直
従
以
上
及
主
帥
、
可
軍
功
三
階
。
E
・E
・-
(
巻
九
・
粛
宗
紀
武
泰
元
年
(
五
二
八
)
二
月
甲
寅
の
条
)
解
褐
司
徒
行
参
軍
、
襲
爵
。
後
遷
園
子
博
士
・
本
州
中
正
。
因
謁
霊
太
后
、
自
陳
、
功
名
之
子
、
久
抱
沈
屈
。
臣
父
鹿
潟
大
将
、
而
臣
身
無
軍
功
階
級
、
臣
父
唯
矯
忠
臣
、
不
矯
慈
父
。
盤
太
后
慨
然
、
以
遜
局
長
兼
吏
部
郎
中
。
出
矯
安
遠
将
軍
・
平
州
刺
史
。
(
巻
六
五
・
邪
轡
伝
附
遜
伝
)
右
の
二
例
で
は
明
確
に
「
軍
功
の
階
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
「
階
」
と
何
ら
か
の
区
別
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
那
遜
の
場
合
、
す
で
に
起
家
し
て
官
に
就
い
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
階
」
を
得
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
臣
が
身
に
軍
功
の
階
級
無
し
」
と
み
ず
か
ら
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
功
の
「
階
」
と
は
文
字
通
り
軍
事
面
で
の
功
績
に
基
づ
い
て
付
与
さ
れ
る
「
階
」
で
あ
ろ
泊
。
ま
た
、
詔
目
、
揚
州
航
石
・
剣
山
・
新
准
・
節
城
兵
士
戟
没
者
、
追
給
数
財
、
復
一
一
房
五
年
。
若
無
妻
子
、
復
其
家
一
人
二
年
。
身
被
三
創
、
賞
一
階
。
雄
一
創
而
四
健
康
落
者
、
亦
同
此
賞
。
(
巻
九
・
粛
宗
紀
照
平
二
年
(
五
一
七
)
五
月
辛
酉
の
条
)
と
い
う
用
例
も
、
同
じ
く
「
軍
功
の
階
」
に
準
ず
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
乙
の
詔
で
は
南
朝
梁
と
の
最
前
線
に
配
さ
れ
負
傷
し
た
兵
士
を
授
階
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
に
引
用
し
た
考
課
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
階
」
と
同
一
の
昇
進
基
準
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
両
種
の
「
階
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
と
機
能
か
ら
み
て
官
人
全
般
の
昇
進
の
基
準
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
九
品
以
上
の
流
内
宮
だ
け
で
は
な
く
、
九
品
以
下
の
流
外
官
ま
で
そ
の
範
鳴
に
含
ま
れ
て
い
た
。
前
節
に
引
用
し
た
食
貨
士
山
に
は
「
職
人
が
七
百
石
を
納
め
る
と
一
大
階
を
賞
さ
れ
、
実
官
を
授
け
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
職
人
が
職
掌
人
た
る
流
外
官
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
-nv 
た
め
で
あ
る
。
職
人
と
「
階
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
巻
六
四
・
郭
詐
伝
に
「
今
須
定
職
人
選
陣
由
状
、
超
越
階
級
者
即
須
量
折
」
と
あ
る
よ
う
に
、
職
人
す
な
わ
ち
流
外
官
の
昇
進
の
際
に
も
「
階
」
が
基
準
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し
、
実
例
に
よ
る
か
ぎ
り
、
「
階
」
の
お
よ
ぶ
範
囲
は
流
内
外
の
官
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
の
照
平
二
年
の
詔
で
は
、
「
階
」
を
与
え
ら
れ
る
対
象
は
兵
卒
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
官
人
と
同
一
の
身
分
と
は
認
め
が
た
い
。
「
階
」
と
そ
れ
を
与
え
ら
れ
る
身
分
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
参
考
と
な
る
。
伏
見
旨
、
募
若
獲
劉
輝
者
、
職
人
賞
二
階
、
自
民
聴
出
身
進
一
階
、
厨
役
免
役
、
奴
稗
局
良
。
(
巻
一
一
一
・
刑
罰
忘
)
こ
れ
は
民
の
娘
と
私
通
し
、
妻
の
蘭
陵
公
主
を
傷
つ
け
逃
亡
し
た
鮒
馬
都
尉
劉
輝
を
捕
ら
え
た
者
に
対
す
る
報
償
の
規
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
職
人
、
自
民
、
厨
役
、
奴
紳
と
い
う
身
分
の
違
い
に
応
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
浜
口
重
国
・
堀
敏
一
一
向
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
厩
【
U〕
役
と
は
雑
役
に
奉
仕
す
る
戸
す
な
わ
ち
雑
戸
を
指
す
と
い
う
。
v
」の
記
事
に
基
づ
き
、
浜
口
氏
は
雑
戸
が
良
民
で
あ
る
こ
と
を
、
堀
氏
は
雑
戸
が
一
般
の
農
民
よ
り
差
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
両
氏
の
認
識
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
た
だ
、
本
稿
の
関
心
に
即
し
て
み
た
場
合
、
直
接
に
「
階
」
を
与
え
ら
れ
る
階
層
が
、
出
身
を
得
て
か
ら
A
M
V
 
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
由
民
以
上
が
そ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
先
の
虚
同
に
よ
る
提
言
と
照
平
二
年
の
飢
詔
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
兵
士
が
戦
場
で
の
功
績
に
よ
っ
て
、
正
明
当
に
「
階
」
を
得
る
機
会
が
あ
っ
た
乙
と
、
そ
し
て
当
時
(
宣
武
帝
討
期
以
降
)
の
兵
士
が
鮮
卑
や
高
車
等
の
非
漢
民
族
の
み
な
ら
ず
一
般
{お】
聞
の
漢
人
か
ら
も
徴
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
げ
ら
れ
る
。
こ
川
の
よ
う
に
み
る
と
、
「
階
」
を
得
る
可
能
性
を
も
っ
階
層
は
、
お
お
む
晴
ね
雑
戸
以
外
の
良
民
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
れ
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
範
鴎
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
「
階
」
本
来
ね
の
意
義
と
出
身
を
得
る
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
そ
の
対
象
の
主
体
が
官
人
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
上
、
本
節
で
は
北
貌
の
「
階
」
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
面
に
お
47 
け
る
特
徴
と
与
え
ら
れ
る
階
層
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
で
は
「
階
」
の
特
質
を
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
官
人
の
遷
転
に
お
け
る
基
準
に
求
め
た
場
合
、
直
接
に
そ
れ
と
対
応
し
な
い
官
氏
志
の
「
上
階
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
畢
寛
、
そ
れ
は
当
時
の
「
品
」
と
「
階
」
と
の
関
係
に
帰
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
位
階
と
し
て
の
散
官
成
立
の
鍵
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
「
品
」
と
「
階
」
前
節
の
虚
同
伝
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
吏
部
で
新
た
に
作
成
さ
れ
る
黄
紙
の
文
書
に
記
載
さ
れ
る
の
は
、
具
体
的
な
官
職
で
は
な
く
「
階
級
」
の
数
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
「
階
」
そ
の
も
の
が
官
職
を
指
す
と
は
想
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
史
料
が
次
の
孝
荘
帝
期
の
詔
で
あ
る
。
・
・
又
以
奮
紋
軍
勅
不
過
征
虜
、
自
今
以
後
宜
依
前
式
。
以
上
飴
階
、
積
而
矯
品
。
其
従
輿
駕
北
来
之
徒
、
不
在
此
例
。
悉
不
聴
破
品
受
階
、
破
階
請
吊
。
(巻一
0
・
孝
荘
帝
紀
建
義
元
年
(
五
二
八
)
五
月
壬
午
の
条
)
こ
の
引
用
部
は
、
「
旧
来
の
規
定
で
は
軍
功
獲
得
者
の
叙
任
は
征
虜
将
軍
ま
で
で
あ
っ
た
(
が
、
そ
れ
が
実
践
さ
れ
て
い
な
い
)
。
以
後
こ
の
規
定
を
遵
守
す
べ
し
。
征
虜
将
軍
授
与
以
降
の
余
り
の
階
は
、
所
定
の
数
を
積
ん
で
は
じ
め
て
品
、
す
な
わ
ち
官
職
と
し
て
換
算
せ
よ
。
B
(
た
だ
し
)
河
梁
よ
り
輿
駕
に
つ
き
し
た
が
い
し
者
に
は
こ
の
規
定
を
4
適
用
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
定
の
官
品
の
基
準
を
越
え
て
階
を
受
け
、
授
階
の
規
定
を
越
え
て
吊
を
請
う
で
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
い
う
「
余
階
」
と
は
、
官
職
に
叙
さ
れ
た
後
に
次
の
官
職
を
拝
す
る
に
は
足
り
ず
余
っ
て
い
る
「
階
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
余
階
」
の
用
例
と
虚
同
伝
の
記
載
に
基
づ
く
か
ぎ
り
、
「
階
」
と
は
官
職
を
獲
得
す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
資
格
の
単
位
で
あ
り
、
「
ロ
巴
と
表
現
さ
れ
る
官
職
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
持
。
宣
武
帝
期
の
考
課
を
批
判
す
る
、
「
先
朝
賞
格
、
酬
以
爵
品
、
今
朝
改
式
、
止
及
階
努
」
(
巻
二
一
上
・
高
陽
王
薙
伝
)
と
い
う
高
陽
王
薙
の
上
奏
の
一
節
は
、
そ
の
よ
う
な
「
品
」
と
「
階
」
の
違
い
を
示
す
事
例
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
爵
品
」
と
は
爵
位
お
よ
び
官
職
、
「
階
労
」
と
は
労
と
し
て
与
え
ら
れ
る
「
階
」
に
他
な
ら
な
同
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
階
と
区
別
さ
れ
る
「
品
」
で
あ
る
。
右
の
孝
荘
帝
紀
お
よ
び
高
陽
王
羅
伝
に
み
え
る
「
品
」
は
官
職
に
付
さ
れ
た
官
品
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
北
貌
に
お
い
て
そ
の
「
口
巴
の
総
体
で
あ
る
九
品
官
制
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
九
品
の
区
分
が
官
民
志
に
み
え
る
上
下
階
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
、
実
は
当
時
{
鉛
}
の
史
料
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
九
品
官
制
全
体
を
指
す
場
合
は
通
常
「
九
品
」
「
九
流
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
先
学
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
三
O
階
、
三
O
級、
あ
る
い
は
十
八
階
と
い
う
表
聴
は
、
実
際
は
当
時
の
史
料
に
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
特
定
の
官
人
を
指
し
て
階
で
呼
ぶ
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
、
何
ら
か
の
官
職
を
階
ま
で
含
め
て
示
す
こ
と
も
、
官
民
(
羽
)
志
と
太
和
後
令
侠
文
以
外
に
は
み
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
北
貌
で
は
官
人
と
し
て
の
地
位
を
示
す
基
準
が
「
階
」
で
は
な
く
「
品
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
巻
一
O
八
之
四
・
礼
志
四
は
、
永
平
四
年
(
五
一
一
)
十
二
月
に
行
わ
れ
た
員
外
将
軍
兼
尚
書
都
令
史
陳
終
徳
の
祖
母
へ
の
服
喪
に
関
す
る
礼
宮
議
を
載
せ
る
が
、
そ
乙
に
み
え
る
太
常
卿
劉
芳
の
議
に
は
、
案
菅
官
品
令
所
制
九
品
、
皆
正
無
従
、
故
以
第
八
品
準
古
下
士
。
今
皇
朝
官
令
皆
有
正
従
、
若
以
其
員
外
之
資
、
馬
第
十
六
品
也
。
と
あ
る
。
「
皇
朝
の
官
令
」
と
は
太
和
後
令
、
「
員
外
の
資
」
と
は
従
八
品
下
の
員
外
将
軍
を
指
す
。
従
八
品
下
の
員
外
将
軍
を
有
す
る
官
人
は
上
か
ら
数
え
て
一
六
番
目
に
相
当
す
る
と
劉
芳
は
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
劉
芳
の
九
品
官
制
認
識
に
は
、
九
品
の
正
従
は
地
位
の
上
下
を
示
す
区
分
と
し
て
存
在
す
る
が
、
官
民
志
に
み
ら
れ
る
「
上
下
階
」
は
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
官
氏
志
に
み
え
る
四
品
以
下
の
上
下
階
と
い
う
区
分
が
実
質
的
に
九
品
官
制
の
等
級
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
む
し
ろ
そ
れ
は
官
人
の
人
事
進
退
を
行
う
際
の
、
品
内
部
の
官
械
の
相
対
的
な
上
位
下
位
と
い
う
区
分
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
上
下
関
係
が
次
第
に
「
階
」
の
多
少
を
意
味
す
る
よ
う
に
変
化
し
、
ロ
聞
と
同
一
の
基
準
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
惰
書
』
巻
二
七
・
百
官
志
中
に
み
え
る
、
三
公
下
次
有
儀
同
三
司
。
加
開
府
者
、
亦
置
長
史
己
下
官
廊
、
而
減
記
室
・
倉
・
城
局
・
田
・
水
・
鎧
・
士
等
七
曹
、
各
一
人
。
其
品
亦
毎
宮
下
三
府
一
階
。
と
い
う
北
斉
の
「
階
」
の
用
例
は
、
官
品
と
「
階
」
の
一
致
を
前
提
【
幻
〕
と
す
る
記
載
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
太
和
後
令
成
立
時
に
お
い
て
は
、
当
時
の
用
例
と
そ
れ
に
基
づ
く
本
稿
の
理
解
に
よ
る
か
ぎ
り
、
「
階
」
そ
の
も
の
が
官
船
人
と
し
て
の
地
位
の
上
下
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
何
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
対
以
上
の
考
察
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
官
人
の
昇
進
の
基
準
と
い
う
、
開
基
本
的
な
性
格
を
共
有
し
て
は
い
る
が
、
唐
代
の
階
と
北
貌
の
「
階
」
の
を
安
易
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
北
」問
団
貌
の
「
階
」
は
官
人
の
地
位
を
示
す
官
品
と
直
接
対
応
し
な
い
だ
け
の
で
な
く
、
本
質
的
に
官
品
の
枠
組
み
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ね
か
ら
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
本
稿
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
北
貌
に
お
げ
る
「
階
」
は
官
品
と
直
接
対
応
す
る
関
係
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
閤
歩
克
氏
は
、
北
貌
で
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
品
と
階
は
、
西
貌
の
九
命
体
制
の
成
立
で
一
致
を
み
た
と
述
べ
て
い
一
位
。
こ
と
北
貌
の
状
況
に
関
し
て
は
、
氏
の
理
解
は
正
し
い
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
氏
が
考
え
る
よ
う
に
、
北
貌
の
九
品
官
制
で
は
各
品
ご
と
に
階
で
あ
る
将
軍
号
、
な
い
し
文
散
官
が
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
北
貌
の
「
階
」
と
は
官
人
の
遷
転
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
を
示
す
基
準
で
あ
り
、
官
人
と
し
て
勤
務
し
た
期
間
お
よ
び
成
績
に
相
当
す
る
い
わ
ば
「
労
」
的
な
「
階
」
と
、
軍
功
な
ど
の
功
績
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
「
階
」
の
、
大
別
し
て
二
種
類
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
階
」
は
、
官
品
内
部
の
順
位
を
示
す
官
氏
志
の
「
上
下
階
」
と
は
意
味
を
異
に
し
、
流
外
官
を
含
め
た
官
人
全
て
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
官
職
に
叙
さ
れ
る
た
め
の
資
格
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
官
職
を
得
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
が
官
職
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
階
」
が
官
職
で
は
な
い
以
上
、
当
然
無
員
の
官
た
る
「
散
官
」
で
も
あ
り
え
な
い
。
北
貌
の
「
階
」
が
品
と
一
致
し
な
い
所
以
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
存
す
る
。
か
か
る
本
稿
で
の
理
解
を
ふ
ま
え
た
場
合
、
北
貌
の
「
階
」
は
、
位
。
階
の
成
立
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
当
時
の
官
人
と
し
て
の
地
位
が
官
品
に
基
づ
い
て
い
た
と
す
る
と
、
中
正
か
ら
付
与
さ
れ
る
郷
品
が
官
品
と
{
ね
}
そ
の
後
の
昇
進
を
決
定
す
る
と
い
う
九
品
官
人
法
の
原
則
が
、
北
貌
で
も
実
践
さ
れ
て
い
た
と
一
応
は
み
な
せ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
う
一
度
想
起
し
た
い
の
が
、
先
に
引
用
し
た
孝
荘
帝
の
「
口
聞
を
破
り
て
階
を
受
く
る
を
」
ゆ
る
さ
な
い
と
い
う
詔
で
あ
る
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
当
資
料
は
「
ロ
巴
と
「
階
」
の
根
本
的
な
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
見
方
を
変
え
る
と
本
来
郷
品
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
官
位
の
昇
進
お
よ
び
叙
任
が
、
郷
品
と
は
無
関
係
の
「
階
」
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
前
者
に
優
越
す
る
こ
と
が
実
際
に
お
こ
り
え
た
こ
と
を
伝
え
る
証
拠
で
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
官
品
秩
序
を
超
越
し
て
「
階
」
が
宮
人
の
昇
進
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
傾
向
を
、
こ
の
北
貌
末
期
と
い
う
時
代
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
も
そ
も
「
階
」
と
は
、
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
良
民
以
上
に
属
す
る
階
層
で
あ
る
か
ぎ
り
社
会
的
出
自
を
問
わ
ず
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
す
る
と
、
官
職
就
任
の
資
格
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
な
い
し
皇
帝
に
対
す
る
功
績
を
具
体
化
す
る
基
準
と
し
て
も
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
社
会
秩
序
の
反
映
た
る
郷
品
、
そ
の
郷
品
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
官
品
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
九
品
官
人
法
創
設
当
初
か
ら
の
宮
品
の
性
格
を
、
貌
晋
南
北
朝
の
諸
国
家
が
い
つ
ま
で
有
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
九
品
宮
人
法
の
運
用
自
体
に
「
階
」
が
介
入
す
る
余
地
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
根
本
的
な
疑
問
も
残
る
の
で
あ
る
が
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
そ
の
「
階
」
の
積
み
重
ね
が
官
位
の
昇
進
を
意
味
し
、
次
第
に
特
定
の
官
職
、
す
な
わ
ち
散
官
を
中
心
に
結
び
つ
い
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
北
貌
末
か
ら
北
周
に
か
げ
て
の
「
金
紫
階
」
(
『
周
書
』
巻
三
一
二
・
趨
剛
伝
)
、
「
開
府
階
」
(
同
書
巻
三
=
了
庫
秋
時
伝
附
疑
伝
)
と
い
っ
た
用
例
は
、
そ
の
よ
う
な
「
階
」
と
散
官
が
結
び
つ
い
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
か
か
る
品
に
対
す
る
「
階
」
の
優
越
性
は
、
お
そ
ら
く
は
宮
崎
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
事
進
退
に
お
け
る
吏
部
の
実
権
掌
握
を
背
景
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
刊
。
ま
た
、
本
稿
の
意
図
す
る
階
と
散
官
の
関
係
と
い
う
視
座
か
ら
み
た
場
合
、
一
方
は
官
人
の
昇
進
の
基
準
、
一
方
は
定
員
と
職
務
の
無
い
官
職
と
い
う
、
本
来
ま
っ
た
く
起
源
も
性
質
も
異
な
る
両
者
の
一
致
を
は
か
り
、
さ
ら
に
官
人
と
し
て
の
地
位
を
示
す
官
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
制
度
化
し
た
も
の
が
、
唐
代
の
文
武
散
官
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
北
貌
の
「
階
」
の
歴
史
的
意
義
は
、
か
か
る
多
様
な
側
面
を
も
っ
唐
の
散
官
の
、
普
遍
的
な
昇
進
基
準
と
し
て
の
直
接
の
淵
源
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
人
事
行
政
上
重
要
な
地
位
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
「
階
」
、
そ
し
て
散
官
は
、
い
か
な
る
論
理
と
必
然
性
を
以
て
結
合
し
、
唐
代
へ
向
か
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
散
官
自
体
の
性
格
を
含
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
(
1
)
散
官
に
言
及
す
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
暇
無
い
た
め
、
そ
の
全
て
を
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
成
立
析
の
対
象
と
す
る
専
論
に
か
ぎ
つ
て
以
下
に
提
示
す
る
。
王
徳
権
氏
「
持
論
唐
代
散
官
制
度
的
成
立
過
程
」
(
『
唐
代
文
化
研
討
会
論
文
集
」
所
収
、
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
、
陳
蘇
鎮
氏
「
南
朝
散
号
将
軍
制
度
考
弁
」
(
『
史
学
月
刊
』
一
九
八
九
年
第
三
期
)
、
同
「
北
周
惰
唐
的
散
官
与
勲
官
」
(
『
北
京
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九
九
一
齢
年
第
二
期
)
、
窪
添
慶
文
氏
「
北
貌
に
お
け
る
「
光
禄
大
夫
」
」
(
池
田
桐
温
氏
編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
所
収
、
東
方
書
底
、
一
九
九
二
討
年
)
、
高
橋
徹
氏
「
南
北
朝
の
将
軍
号
と
唐
代
武
散
官
」
(
『
山
形
大
学
轍
史
学
論
集
』
一
五
、
一
九
九
五
年
)
、
拙
稿
「
梁
陳
時
代
に
お
け
る
将
の
軍
号
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
七
九
、
一
九
九
八
即
年
)
、
閤
歩
克
民
「
西
鏡
北
周
軍
号
散
官
双
授
制
度
述
論
」
(
『
学
人
』
第
「
一
三
輯
、
一
九
九
八
年
)
、
同
「
周
斉
軍
階
散
宮
制
度
異
同
論
」
(
『
歴
蜘
史
研
究
』
一
九
九
八
年
第
二
期
)
。
北
{
2
)
前
掲
注
(
l
)
王
徳
権
氏
論
文
八
四
七
頁
、
陳
蘇
鎖
氏
「
北
周
階
唐
的
散
官
与
勲
官
」
二
九
頁
、
間
歩
克
氏
「
西
貌
北
周
軍
号
散
官
双
授
制
度
述
論
」
四
四
四
頁
な
ど
。
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(3)
窪
添
氏
注
(
1
)
論
文
。
(4)
閣
氏
注
(
1
)
「
西
貌
北
周
軍
号
散
官
双
授
制
度
述
論
」
。
(5)
こ
の
よ
う
な
「
階
」
の
性
格
は
、
漢
代
の
官
吏
の
昇
進
基
準
で
あ
る
「
功
」
や
「
労
」
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
漢
書
』
巻
八
了
匡
衡
伝
の
、平
原
文
皐
匡
衡
材
智
有
鈴
、
経
晶
子
絶
倫
、
但
以
無
階
朝
廷
、
故
随
牒
在
遠
方
。
と
い
う
記
事
に
付
さ
れ
た
「
階
、
謂
升
次
也
」
と
い
う
顔
師
古
の
注
も
、
昇
進
基
準
と
し
て
の
「
階
」
を
念
頭
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
漢
代
の
官
吏
の
且
川
進
に
つ
い
て
は
、
大
庭
傍
氏
「
漢
代
に
お
け
る
功
次
に
よ
る
昇
進
」
(
同
『
秦
漠
法
制
史
の
研
究
』
所
収
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
、
初
出
は
一
九
五
三
年
)
、
佐
藤
達
郎
氏
「
漢
代
察
挙
制
度
の
位
置
」
(
『
史
林
』
七
九
巻
六
号
、
一
九
九
六
年
)
、
同
「
漢
代
官
吏
の
考
課
と
昇
進
」
(
『
古
代
文
化
』
四
八
巻
九
号
、
一
九
九
六
年
)
参
照
。
(6)
こ
れ
ら
の
用
例
の
う
ち
、
元
障
伝
・
裳
翻
伝
に
み
え
る
「
不
拘
階
秩
」
「
不
拘
階
級
」
な
ど
は
、
大
抜
擢
を
意
味
す
る
修
辞
上
の
常
套
句
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
漢
代
で
は
「
階
次
」
の
よ
う
に
直
接
官
吏
の
昇
進
に
関
す
る
「
階
」
の
用
例
が
み
ら
れ
な
い
と
と
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
事
に
関
す
る
「
階
」
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
貌
晋
時
代
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
ろ
か
ら
み
て
、
か
り
に
上
記
の
用
例
を
一
般
的
な
常
套
句
と
み
る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
制
度
的
な
基
準
と
し
て
の
「
階
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。
(
7
)
西
晋
の
「
階
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
圭
爾
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
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同
氏
「
初
期
九
品
官
制
に
お
け
る
人
事
に
つ
い
て
」
(
川
勝
義
雄
氏
・
硝
波
護
氏
編
『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
年
)
参
照
。
(
自
)
前
掲
注
(
l
)
拙
稿
二
五
頁
に
お
い
て
、
南
朝
梁
陳
時
代
で
は
将
軍
号
を
階
と
称
す
、
ま
た
は
将
軍
号
を
階
に
比
定
で
き
る
事
例
は
無
い
旨
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
正
確
で
は
な
か
っ
た
。
謹
ん
で
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。
梁
陳
以
前
で
は
あ
る
が
、
将
軍
号
が
階
を
指
す
と
お
ぽ
し
き
事
例
は
次
の
二
つ
が
あ
る
。
元
嘉
九
年
、
預
州
刺
史
長
沙
主
義
欣
上
言
、
所
統
威
遠
将
軍
北
諜
梁
二
郡
太
守
閥
中
侯
申
季
歴
、
自
奉
職
邦
畿
、
子
葱
五
年
、
信
恵
並
宣
、
威
化
兼
著
、
外
清
姦
暴
、
内
絹
民
家
、
役
賦
均
平
、
悶
井
膏
縮
、
綬
穆
初
附
、
招
捌
荒
速
、
郊
境
之
外
、
仰
津
懐
風
、
爵
賞
之
授
、
続
能
是
頼
、
宜
升
階
秩
、
以
崇
奨
励
。
進
披
寧
朔
将
軍
。
(
『
宋
書
』
巻
九
二
・
良
吏
・
江
乗
之
伝
附
申
季
歴
伝
)
世
祖
践
昨
、
遷
寛
陵
王
鋲
北
司
馬
、
帯
南
平
昌
太
守
、
将
軍
如
故
。
以
盆
城
之
宮
、
出
入
殿
省
、
甚
見
親
信
。
義
郷
将
長
風
廟
神
姓
部
、
先
経
矯
将
令
、
死
遂
護
盤
。
山
岡
啓
乞
加
神
位
輔
園
将
軍
。
上
答
日
、
足
狗
肉
便
了
事
、
何
用
階
級
属
。
(
『
南
斉
書
』
巻
二
九
・
周
山
図
伝
)
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
「
階
秩
」
「
階
級
」
が
た
だ
ち
に
官
品
と
対
応
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、
い
ず
れ
も
昇
進
基
準
と
そ
の
到
達
点
を
示
す
「
階
」
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
(
9
)
宮
崎
氏
「
流
外
勲
品
と
入
流
の
問
題
」
(
同
氏
「
九
品
官
人
法
の
研
究
』
第
二
編
第
五
章
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
年
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
』
六
、
岩
波
書
底
、
一
九
九
二
年
に
再
録
)
一
ニ
三
七
頁
。
本
稿
で
の
引
用
は
全
集
版
に
よ
る
。
(
叩
)
窪
添
鹿
文
氏
「
北
貌
の
州
の
等
級
に
つ
い
て
」
(
『
高
知
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」
第
二
部
第
四
O
号
、
一
九
八
八
年
)
。
か
か
る
品
と
「
階
」
が
同
一
の
基
準
で
換
算
で
き
る
も
の
と
す
る
認
識
は
、
園
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
・
台
湾
の
研
究
者
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
注
(
l
)
の
閤
歩
克
氏
に
よ
る
こ
論
考
も
、
「
階
」
が
九
品
官
制
の
い
ず
れ
か
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
階
を
意
味
す
る
将
軍
号
な
い
し
散
官
が
、
唐
代
の
よ
う
に
九
品
官
制
中
に
均
等
に
配
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
状
況
を
以
て
品
と
階
の
不
一
致
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(U)
宮
崎
氏
の
説
に
該
当
す
る
例
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
業
興
は
寧
朔
将
軍
(
従
四
品
下
)
・
征
虜
将
軍
(
従
三
品
)
と
将
軍
を
歴
任
し
た
後
「
特
賞
一
階
」
を
以
て
平
東
将
軍
(
三
品
)
・
光
禄
大
夫
会
一
品
)
に
叙
さ
れ
た
と
い
う
(
巻
八
四
・
儒
林
・
李
業
奥
伝
)
。
将
軍
号
問
の
遼
転
と
み
る
な
ら
ば
、
従
一
ニ
品
か
ら
三
品
は
一
階
の
昇
進
と
な
る
。
次
に
張
鼻
の
場
合
、
握
光
の
「
乞
降
臣
位
一
階
、
授
彼
(
張
勢
と
李
詔
)
汎
級
」
と
い
う
上
表
を
う
け
た
孝
明
帝
に
よ
り
、
征
西
将
軍
を
加
え
ら
れ
た
(
巻
六
四
・
張
勢
伝
)
。
崖
光
の
上
表
の
時
点
で
肩
書
は
撫
軍
将
軍
(
従
一
一
品
)
・
金
紫
光
禄
大
夫
(
従
二
品
)
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
一
階
」
を
与
え
ら
れ
て
征
西
将
軍
(
二
品
)
を
拝
し
た
と
す
る
と
、
こ
れ
も
将
軍
号
の
昇
進
は
一
階
H
一
品
に
相
当
す
る
。
(
ロ
)
巻
五
八
・
楊
播
伝
附
侃
伝
。
(
日
)
前
掲
注
(
印
)
窪
添
氏
論
文
。
(M)
巻
一
九
下
・
城
陽
王
長
需
伝
附
徽
伝
。
(
日
)
そ
も
そ
も
、
「
二
階
」
と
い
う
用
例
が
史
料
に
あ
る
以
上
、
同
じ
数
の
階
を
「
一
大
階
」
と
称
す
必
要
は
う
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
階
」
と
「
某
大
階
」
の
違
い
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が
異
な
る
昇
進
単
位
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
と
考
え
た
い
。
(
日
)
父
へ
の
例
は
巻
八
0
・
斜
斯
椿
伝
、
巻
八
八
・
良
吏
・
寅
竣
伝
に
、
子
へ
の
例
は
『
北
史
』
巻
二
二
・
長
孫
道
生
伝
附
子
絡
伝
に
、
兄
へ
の
例
は
巻
七
六
・
虚
同
伝
、
『
北
斉
書
』
巻
一
八
・
高
隆
之
伝
に
、
甥
へ
の
例
は
巻
一
九
中
・
任
減
王
雲
伝
附
世
偶
伝
に
、
従
弟
へ
の
例
は
『
北
史
」
巻
四
0
・
韓
蹴
麟
伝
附
子
照
伝
に
、
他
人
へ
の
例
は
『
北
斉
書
』
巻
四
七
・
酷
吏
・
宋
遊
道
伝
に
み
え
る
。
(
ロ
)
「
関
」
は
、
唐
代
の
公
文
書
式
で
は
官
庁
間
の
質
問
に
用
い
ら
れ
る
公
文
書
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
(
『
大
唐
六
典
』
巻
了
尚
書
都
省
)
。
北
貌
の
「
関
」
が
唐
代
の
そ
れ
と
ど
の
程
度
同
一
視
で
き
る
か
は
不
明
的
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
尚
書
中
兵
曹
か
ら
吏
部
曹
へ
送
付
さ
れ
る
文
帽
書
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
公
文
書
と
し
て
の
基
本
的
な
性
格
は
討
か
な
り
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
轍
(
凶
)
こ
の
虚
同
の
上
表
に
つ
い
て
は
、
主
に
行
台
の
分
析
か
ら
、
古
賀
昭
の
岸
・
牟
発
松
両
氏
に
よ
る
考
察
が
あ
る
(
古
賀
氏
「
北
朝
の
行
台
に
つ
配
い
て
そ
の
3
」
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
7
、
一
九
七
九
年
。
牟
イ
氏
「
六
鎮
起
義
前
的
北
貌
行
台
」
『
貌
晋
南
北
朝
階
唐
史
資
料
』
第
一
紘
一
期
、
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
た
だ
、
古
賀
氏
は
「
粛
宗
北
の
頃
ま
で
軍
人
の
手
柄
は
中
兵
に
は
記
録
さ
れ
る
が
、
吏
部
に
は
連
絡
が
無
か
っ
た
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
文
意
に
よ
る
か
ぎ
り
、
虚
同
の
軍
功
詐
称
者
に
対
す
る
施
策
は
中
兵
の
「
奏
按
」
と
吏
部
の
「
勅
簿
」
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の
講
離
を
是
正
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
改
革
以
前
と
以
後
を
問
わ
ず
、
軍
人
の
功
績
が
吏
部
に
連
絡
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
(
川
口
)
北
貌
の
尚
書
省
に
お
け
る
考
功
曹
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
「
北
貌
尚
書
制
度
考
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
一
盲
研
究
所
集
刊
』
一
八
、
一
九
四
八
年
)
を
参
照
。
(
初
)
北
貌
の
考
課
に
関
す
る
専
論
に
は
、
福
島
繁
次
郎
氏
「
北
貌
前
期
の
考
課
と
地
方
官
」
(
初
出
一
九
五
九
年
)
、
同
「
北
貌
孝
文
帝
の
考
課
と
俸
禄
制
」
(
初
出
一
九
六
二
年
)
、
同
「
北
貌
孝
文
帝
中
期
以
後
の
考
課
」
(
初
出
一
九
六
四
年
)
、
同
「
北
貌
世
宗
宣
武
帝
の
考
課
と
考
格
」
(
初
出
一
九
六
四
年
。
以
上
同
氏
著
「
中
国
南
北
朝
史
研
究
培
訂
版
」
所
収
、
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年
)
、
長
堀
武
氏
「
北
貌
に
お
け
る
考
課
制
度
の
運
営
に
つ
い
て
」
(
『
秋
大
史
学
』
三
O
、
一
九
八
四
年
)
等
が
あ
る
が
、
昇
進
の
単
位
で
あ
る
「
階
」
の
理
解
は
い
ず
れ
も
宮
崎
氏
に
基
づ
い
て
い
る
。
(
幻
)
「
軍
功
の
階
」
に
類
す
る
用
例
と
し
て
は
、
「
軍
階
」
(
巻
九
粛
宗
紀
照
平
二
年
正
月
庚
寅
)
、
「
征
階
」
(
巻
一
0
・
孝
在
帝
紀
建
義
元
年
七
月
丁
巳
)
等
が
あ
る
。
(
幻
)
宮
崎
氏
注
(9)
書
三
三
六
頁
参
照
。
ま
た
、
越
智
重
明
氏
も
論
文
に
よ
っ
て
微
妙
に
範
囲
が
異
な
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
職
人
を
流
外
宮
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
同
氏
「
晋
南
北
朝
の
流
、
職
掌
、
背
に
つ
い
て
」
『
法
制
史
研
究
ご
二
、
一
九
七
二
年
。
同
「
北
朝
の
下
層
身
分
を
め
ぐ
っ
て
」
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
八
、
一
九
八
O
年
)
。
た
だ
し
、
「
職
人
」
を
流
外
官
と
み
る
説
に
は
閤
歩
克
氏
に
よ
る
反
論
が
あ
り
、
氏
は
「
職
人
」
と
は
散
階
あ
る
い
は
出
身
を
有
す
54 
る
が
実
官
を
持
た
な
い
者
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
(
同
氏
注
(
l
)
「
周
斉
軍
階
散
官
制
度
異
同
論
」
三
六
頁
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
散
階
、
氏
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
位
階
を
示
す
意
味
で
の
将
軍
号
を
持
つ
者
を、
帝
加
元
服
、
大
赦
、
九
州
職
人
各
進
四
級
、
内
外
百
官
普
進
二
級
。
(
『
北
斉
書
』
巻
八
・
後
主
紀
天
統
三
年
(
五
六
七
)
二
月
壬
寅
朔
の
条
)
と
あ
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
内
外
の
百
官
」
と
区
別
し
て
「
九
州
の
職
人
」
と
呼
ぶ
必
然
性
は
甚
だ
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
宮
崎
氏
の
解
釈
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
お
)
浜
口
氏
「
後
貌
時
代
の
雑
戸
の
義
」
(
同
氏
『
唐
王
朝
の
賎
人
制
度
」
主
篇
第
五
章
第
一
節
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
六
年
)
三
O
O頁、
堀
氏
「
北
朝
雑
戸
制
の
再
考
察
」
(
同
氏
『
中
国
古
代
の
身
分
制
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
)
三
一
O
頁
参
照
。
(μ)
出
身
と
は
、
一
般
的
に
は
九
品
以
上
の
流
内
官
に
は
じ
め
て
就
く
こ
と
を
指
す
が
、
こ
の
場
合
、
あ
る
い
は
流
外
官
を
与
え
ら
れ
る
己
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
お
)
北
貌
の
兵
制
に
お
け
る
漢
人
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
何
鼓
全
氏
「
府
兵
制
前
的
北
朝
兵
制
」
〔
同
氏
『
読
史
集
』
所
収
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
、
窪
添
鹿
文
氏
「
北
貌
の
地
方
軍
(
特
に
州
軍
)
に
つ
い
て
」
(
『
西
嶋
定
生
博
士
還
鷹
記
念
束
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
国
家
と
農
民
』
所
収
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
参
照
。
(
お
)
第
一
節
で
引
用
し
た
裳
翻
伝
に
み
え
る
、
安
南
将
軍
と
金
紫
光
禄
大
夫
の
差
、
つ
ま
り
そ
れ
が
一
品
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
半
階
の
違
い
し
か
な
い
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
品
と
階
の
根
本
的
な
基
準
と
し
て
の
相
違
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
品
が
官
職
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
時
代
は
さ
か
の
ぽ
る
が
、
太
武
帝
期
の、
(
劉
)
文
嘩
針
目
、
・
・
・
民
君
十
一
年
、
世
祖
太
武
皇
帝
巡
江
之
目
、
時
年
二
歳
、
踏
外
祖
魯
郡
太
守
握
邪
利
於
郷
山
蹄
因
。
邪
利
蒙
賜
四
品
、
除
廃
寧
太
守
。
(
巻
四
三
・
劉
休
賓
伝
附
文
略
伝
)
世
祖
西
征
涼
土
、
(
常
)
爽
輿
兄
仕
園
蹄
款
軍
門
。
世
祖
嘉
之
、
賜
仕
園
爵
五
品
、
頴
美
男
。
爽
局
六
品
、
拝
宜
威
将
軍
。
(
巻
八
四
・
儒
林
・
常
爽
伝
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
官
職
を
授
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
品
が
実
体
化
す
る
と
み
た
方
が
、
よ
り
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
(
幻
)
孝
文
帝
期
の
「
賞
格
」
と
は
、
巻
七
下
・
高
祖
紀
下
太
和
一
五
年
(
四
九
ご
十
一
月
丁
亥
に
、
詔
二
千
石
考
在
上
上
者
、
偲
四
品
将
軍
、
賜
乗
黄
馬
}
匹
。
上
中
者
、
五
品
将
軍
。
上
下
者
、
賜
衣
一
襲
。
と
あ
る
よ
う
に
、
考
課
の
成
績
に
対
し
て
将
軍
号
を
仮
す
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
図
版
二
五
九
「
子
纂
墓
誌
」
に
は
「
太
和
十
三
年
、
襲
ロ
田
富
平
伯
」
と
い
う
「
品
」
の
用
例
も
あ
る
の
で
、
「
爵
品
」
で
爵
位
の
み
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
官
職
の
範
鴫
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
お
)
管
見
の
か
ぎ
り
で
上
下
階
に
言
及
す
る
実
例
は
、
巻
八
・
世
宗
紀
永
平
二
年
(
五
O
九
)
十
二
月
の
詔
に
、
五
等
諸
侯
、
比
無
選
式
。
其
同
姓
者
出
身
、
公
正
六
下
、
侯
従
六
上
、
伯
従
六
下
、
子
正
七
上
、
男
正
七
下
。
異
族
出
身
、
公
従
七
上
、
侯
従
七
下
、
伯
正
八
上
、
子
正
八
下
、
男
従
八
上
。
清
修
出
身
、
公
従
八
下
、
侯
正
九
上
、
伯
正
九
下
、
子
従
九
上
、
男
従
九
下
。
可
依
此
紋
之
。
と
あ
る
有
爵
者
の
起
家
規
定
、
お
よ
び
『
太
平
御
覧
で
『
職
官
分
紀
』
等
に
引
用
さ
れ
る
太
和
後
令
の
侠
文
の
み
で
あ
る
。
(
鈎
)
宮
崎
氏
注
(
9
)
書
三
二
七
頁
、
閣
氏
注
(
l
)
「
西
貌
北
周
軍
号
散
官
双
授
制
度
述
論
」
四
六
八
頁
な
ど
。
(
初
)
た
と
え
ば
、
北
海
王
詳
等
に
よ
る
甑
探
に
対
す
る
奏
弾
文
(
巻
六
八
・
頭
深
伝
)
に
は
、
既
深
へ
の
非
難
と
し
て
「
布
衣
の
父
を
正
四
の
官
に
超
登
さ
せ
、
七
ロ
聞
の
弟
に
三
階
の
禄
を
越
肱
け
さ
せ
た
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
正
四
の
官
と
は
甑
深
の
父
の
瓢
凝
が
拝
し
た
中
散
大
夫
を
指
す
が
、
こ
こ
で
も
正
四
品
の
上
下
階
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。
約
三
階
の
禄
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
頭
深
の
弟
岡
で
あ
る
甑
僧
林
(
本
州
別
駕
)
の
官
歴
が
定
か
で
な
い
た
め
よ
く
わ
か
討
ら
な
い
が
、
本
州
別
駕
が
何
ら
か
の
官
か
ら
三
階
加
え
た
こ
と
に
検
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
明
(
引
と
た
だ
し
、
こ
の
「
階
書
」
の
志
の
記
載
が
、
「
階
」
と
「
品
」
を
同
」
一
の
も
の
と
理
解
す
る
唐
代
人
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
可
能
性
も
残
院
自
川
げ
ザ
《
》
ι
‘
の
(
詑
)
閤
氏
注
(
1
)
「
西
貌
北
周
軍
号
散
官
双
授
制
度
述
論
」
。
峨
(
お
)
宮
崎
氏
注
(
9
)
書
三
四
三
頁
。
ゴ
(
川
剖
)
宮
崎
氏
注
(
9
)
書
三
五
0
1
=
一
五
一
頁
。
55 
〔
補
記
〕
本
稿
投
稿
後
、
閤
歩
克
氏
「
北
貌
官
階
軍
階
弁
」
(
『
中
国
史
学
』
第
九
巻
、
一
九
九
九
年
)
の
公
刊
を
知
り
得
た
。
本
稿
と
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
「
階
」
U
将
軍
号
な
い
し
官
職
の
官
品
と
す
る
氏
の
論
旨
に
変
更
は
な
く
、
拙
稿
の
見
解
と
は
異
な
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
